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前報(山口・小泉， 1967) で、すでにふれておいたように，キクイムシ類の寄主選択にあたっては寄主の

生理状態などのほかに，虫の性も誘引に関係し，寄生に際しては雌雄によってその行動を異にするようで

あるが，ヤツパキクイについてもそのような現象が認められている。ここではこれまでの実験資料と観察

とからそれらの点を中心に，成虫の外部形態による雌雄の識別，性比などの問題も含めて報告する。

本研究にあたり雌雄の形態上の問題について助言をいただいた林試九州支場保護第二研究室長小杉孝

蔵，本場保護部昆虫第二研究室長野調l 輝両技官に厚くお礼もうしあげる。

I 外部形態によ~雌雄の識別

キクイムシ類雌雄の外部形態の差異については，分類学上の記載にそれぞれのべられているが，これに

より確実に，また容易に雌雄が識別でき

るかどうか，あるいはそれらの個体変異

等について検討したものは， LYON (l958} 

Fig. 1 成虫の前頭中央，膚状突起部の雌雄に

よる形態の変異

Front of adult head. Prominence of fronｭ

ta1 tuberc1e in ma1es and depth of frontal 

groove in females va可 widely among inｭ

dividuals of each sex_ 

Fig. 2 

雄成虫の交尾器

Male genitalia. 

(1) 北海道支場保護部昆虫研究室 (2) 北海道支場保護部昆虫研究室長
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などの報告以外あまりみあたらなレ。

ヤツバキクイの成虫についても新島(1909) が雄の前頭中央に 1 個の癖状突起があり，雌ではこれを欠

くと報告している。しかし， われわれの調査ではこの突起の形状は個体変異が多く， Fig. 1 に示したよ

うに両極の判然とした形態をもつものでは，これによる雌雄の区別も容易であるが，その中間形のもので

は識別が困難なものが多い。くわしし、資料はとらなかったが次にのベる性比の調査において，約 20% の

ものがこの方法では識別困難で，交尾器 (Fig. 2) の検出による確認を必要とした。

その他 2， 3 の外部形態について雌雄の差の検討を行なったが， これ以上よい区別点がえられていな

い。したがって，生体のまま雌雄を区別する必要がある場合には，上記の方法で容易に，しかも確実に判

定できる，両極から 3 ないし 4 までの形態を示すものを使用するのが最もよいように思われる。

II 羽化成虫の性比

餌木や被害木などから，単位面積 (20X50 cm2) 内の羽化成虫についてその性比を調査した。その結果

は Tab!e 1 に調査の 1 例を示したが，このほかにこれまで得られた断片的な資料からみても，ふつうの

状態では大体 1 : 1 の割合になっているとみてよい。

Tab!e 1. 羽化成虫の性比

Sex ratio of emerging beet1es. 
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III 雌雄の寄主への飛来，穿入形式

Tab!e 2 は定山渓で，その年はじめて飛来が認められた 5 月 26 日，餌木に飛来してきたものを直ちに

採集，その雌雄を調べた結果である。飛来のつどそれを除去しておれば飛来してくるのは雄のみで，雌成

虫は雄成虫の穿子しが行なわれた後はじめて飛来が認められている。

同じく Table 3, 4 は層雲峡で 10 分おき，および 1 時間おきに，餌木に飛来した成虫を採集，調査し

た結果である。採集の時間間隔が長くなると，わず、かながらも穿孔を開始している個体(ただし 1 時間お

きの調査でも交尾室を形成するまでにいたったものは全くなしつがみられるようになり，したがって雌の

飛来も認められたが，雄の飛来数がはるかに多く，雄を除去している限り，いつまでもこの傾向はつづく

ようである。

次に穿入のしかたについて調査観察した結果を示すと， Table 5 のとおりである0 ・最初に穿入するの
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Tab1e 2. 餌木に飛来した成虫の雌雄別数(1) 直ちに採集

Beet1es attract疋d t刀 trap 10gs. (1) Collected immediate1y after 1anding. 

(Jozankei, 1965, V -26, a. m. 10~12) 
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Tab1e 3. 餌木に飛来した成虫の雌雄別数 (2) 10 分おきに採集

Beet1es attracted to trap 10gs. (2) Collected at lO-minutes interva1s. 

(Sounkyo, 1957, V -27, a. m. 9~p. m. 5) 
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Tab1e 4. 餌木に飛来した成虫の雌雄別数 (3) 1 時間おきに採集

Beet1es attracted to trap 10gs. (3) Collected at 1-hour interva1s. 

(Sounkyo, 1957, V-24・28， a. m. 9~p. m. 5) 
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Tab1e 5. 穿入孔および交尾室をほりつつある成虫の雌雄別数

Beetles excavating entrance ho1es and nuptial chambers. 
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J望号マチ竺
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Fig. 3 穿入子L，交尾室の形成状態

Vertica1 section showing entrance hole and 

nuptial chambers constructed by males. 

1. 粗皮部を穿入中
2. 粗皮部を通り，内皮部から交尾室を形成中
3. 内皮部から形成層部に交尾室を形成

は雄成虫で，雌成虫は雄が交尾室をなかぽ

ほっているとき，あるいはほり終わったの

ちに穿入するものが多い (Fig. 3 参照〉。

しかし，なかには雄が穿入しはじめると，

ただちに後につづいて雌が穿入していく例

もみられている。

IV 母孔内の雌雄の割合

ヤツパキクイの母孔はほとんどすべて 2

孔型で，まれに 1 孔型〈とくに加害の初期

など，ただしこれらはその後大半 2孔型に

なる)， 3 孔裂の場合もある。

母孔の形成が完了すると再寄生のため脱

出する成虫がいるので，母孔の形成初期の

状態のものについて雌雄の割合を調査した結果は Table 6 のごとくである。いずれも雄は 1 頭のみで，

雌は 1 孔型， 2 孔型， 3 孔型とそれぞれに応じ， 1, 2, 3 頭となっており，その他の例は全くえられてい

ない。

Table 6. 母孔内の雌雄の割合

Sex ratio of parent beetles in freshly attacked trees. 

(Sounkyo, V -29, 1959, Jozankei, V -27, 1965) 

母 子L 型 l 調査数 ! 
雄 の 害1 lロ>. 

Form of egg galleries No. of samples I <s 1: ♀ l <s 1: ♀ 2 <s 1: ♀ 3 

l 孔型 Single tunnel 7 7 。 。

2 孔型 Two tunnel 55 。 55 。

3 孔型 Three tunne1 3 。 。 3 

V 考察

REID (1958) は Dendroctonus monticolae についてその寄生時における性比は<s 1 :♀ 2 であるが，

これはすでに羽化虫数の性比がほぼ<s 1 :♀ 2 の割合になっているからで，羽化から寄生まで雌雄成虫聞

に死亡率の差はほとんどないようであると報告している。

ヤツパキクイの場合，繁殖孔は 1 夫多妻制の形をとり，寄生時においてはふつう<s 1 :♀ 2 の割合にな

っておりながら，羽化虫数の性比は大体 1 : 1 であるという結果が得られた。ここで考えられることは，

最初の寄生，穿孔が雄成虫によって行なわれるため，羽化してから寄主を選択するまで，および実際に寄

主に寄生穿孔する際の雄の死亡率が雌のそれに比較して大きいのではないかということである。被害木の!

調査において，穿入孔のみで母孔の形成がみられず寄生に失敗している例(山口ほか， 1963) がみられて

いるなどは，後者の現象を示すーっの例といえよう。

次に，雌成虫の飛来が雄成虫の穿孔後はじめてみられることは，前報(山口・小泉， 1967) でもふれて
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おいたように，雄の寄主への寄生が雌の誘引に関係しており，ヤツパキクイにも誘引物質としていわゆる

pheromone (PITMAN and VITﾉ 1963; KLIEFOTH, VITﾉ and PITMAN 1964; VITÉ, GARA and VON 

SCHELLER 1964) の存在することを示しているように思えるが，この点の検討は何ら行なっていなし、。

なお，ヤツパキクイの穿入形式については松下(1929) と異なった観察結果を得た。すなわち松下は，

ヤツパキクイの穿孔はおもに雌虫により行なわれ，まれに雄虫により行なわれることがある，とのべてい

るが，われわれの観察では雌虫が最初に穿孔する例は一つも認められなかった。
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Ecological Researches on the Ezo Eight-spined Engraver, 
lps typographus L. f. japonicus NIIJIMA, with Special Reference 

to its Reproduction, Behavior and Dispersal IV 
External sexual markings, the 目ex ratio, and attack behavior of the beetles 

Chikara KOIZUMI and Hiroaki Y AMAGUCHI 

(R駸um�) 

In this paper are described some problems concerning the difference of morphology and 

behavior between the sexes of adult beet1es. 

1. Sex determination: The presence or absence of the frontal tuberc1e has been used 

to distinguish males from females. As seen in Fig. 1, however, this external sexual 

marking varied widely among the individuals so that the sex of beet1es with intermediate 

forms was hard to identify. and necessitated the dissection of the genitalia as a check 

(Fig. 2). 

When injury to the insect must be avoided, it is necessary to use the beet1es with 

typical forms because more distinct or reliable external markings of sex are not know百.

2. The sex ratio: The ratio of male to female just prior to emergence was approxiｭ

mately 1 : 1 (Table 1), but after attack was 1 : 2 (Table 6). This suggests that there is 

a greater mortality of males than fema1es during the flight and attack. 

3. Initial attack: Tables 2~4 show the proportion of sexs of beetles attracted to trap 

logs. All the beet1es attracted were males when they were collected immediately after 

landing. In ten-minutely or one-hourly collection, both males and females were taken, 

the majority being males. This trend seemed to continue as long as the beetles attracted 

were removed from the logs. 

General observations also indicated that the males constructed the entrance hole and 

nuptial chamber. In very few cases the females were found soon after the initial entry 

construction but most females were attracted after the males began to make the nuptia1. 

chambers. 

The host selection or initial attack by males seemed to cause a greater mortality of 

males than females when judged by the difference of sex ratios between before and after 

the attack. 


